
令和５年学校応援団推進事業の実施報告 

「学校応援団」とは学校における学習活動、安心・安全確保、環境整備などについてボランティアとして協力・支援を行う保護者・

地域住民による活動組織をいいます。学校・家庭・地域が一体となって「共働」する地域協働学校としての活動です。 

～主な活動内容～ 

１ 学習活動への支援    読み聞かせ、学習支援、学校行事への参加など 

２ 安全・安全への支援   登下校の見守り、防犯パトロールなど 

３ 学校環境整備への支援  花壇の整備、除草作業など 

目標と実績（令和５年度） 
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評価・分析 

教職員の 

時間外勤務の

是正 

役割分担を明確にする

ことで、保護者や地域

ボランティアによる校

内整備等の更なる協力 

を得る。 

学校・家庭・地域の

役割分担の明確化に

より、地域との協働

が進み、教員の業務

負担が軽減する。 

月４５時間以上

の時間外勤務を

行う教員の割合 45％ 40％ 39％ 

学校・家庭・地域の役割分担の明

確化を進めることができたこと

に加え、それぞれの連携の密にし

たことにより、円滑な協働体制の

構築が図られた。 

学校支援 

ボランティア

の確保・育成 

地域協働学校活動を推

進する中で、学校支援

の機会の場をさらに設

けるとともに、情報を

共有していく。 

学校支援ボランティ

ア人材を確保する。 

学校支援ボラン

ティアに参加す

る人数 
2220 人 2160 1887 人 

家庭・地域の在り方が多様化して

おり、活動に対する理解を得るこ

とが不十分であった。 

次年度に向けて、多様な参加の在

り方を検討し、家庭・地域が参加

しやすい仕組みの構築を図る。 

 


